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パンデミックと貧困のいま特
集

　
戦
後
日
本
に
お
け
る
格
差
の
ト
レ
ン
ド

　

か
つ
て
日
本
が
「
一
億
総
中
流
」
の
社
会
だ
と
い
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ

た
。
も
う
、
遠
い
昔
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
社
会
を
表
現
す
る
言

葉
は
、
す
で
に
「
格
差
社
会
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
実
に
大
き
な
変

化
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
「
一
億
総
中
流
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九

〇
年
代
に
か
け
て
の
日
本
が
、
格
差
の
な
い
平
等
な
社
会
だ
っ
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
格
差
が
あ
り
、
貧
困
が
あ
っ
た
。
し
か
し
今

日
の
日
本
に
比
べ
れ
ば
、
格
差
は
か
な
り
小
さ
く
、
貧
困
層
も
少
な
か
っ

た
の
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
と
き
、
す
で
に
格
差
拡
大
は
始
ま
っ
て

い
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
貧
困
の
い
ま

拡
大
す
る
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス

―
―
新
し
い
階
級
社
会
の
貧
困
層

か
つ
て
の
非
正
規
労
働
者
は
、
た
と
え
低
賃
金
で
は
あ
っ
て
も
一
時
的
、
限
定
的
な
働
き
方
だ
っ
た
。

し
か
し
、
人
生
の
大
部
分
を
非
正
規
労
働
者
と
し
て
過
ご
す
人
び
と
の
登
場
が
、

日
本
社
会
に
大
き
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

極
め
て
低
所
得
で
あ
る
た
め
、
普
通
に
生
活
す
る
こ
と
も
、
家
族
を
形
成
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

新
し
い
階
級
社
会
の
貧
困
層
＂
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
＂
と
は
︱
︱
。

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
教
授

橋
本
健
二

は
し
も
と
・
け
ん
じ

一
九
五
九
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
修
了
後
、
静
岡
大
学
教
員
、
武
蔵
大
学
教

授
を
経
て
、
二
〇
一
三
年
か
ら
現
職
。
専
攻
は
社
会
学
。
主
な
著
書
に
『〈
格
差
〉

と
〈
階
級
〉
の
戦
後
史
』（
河
出
書
房
新
社
）、『
現
代
貧
乏
物
語
』（
弘
文
堂
）、『
新

・
日
本
の
階
級
社
会
』（
講
談
社
）、
中
流
崩
壊
（
朝
日
新
聞
社
）、『
居
酒
屋
の
戦
後

史
』（
祥
伝
社
）
な
ど
。

　

一
九
五
〇
年
の
段
階
で
は
、
格
差
に
関
す
る
指
標
は
お
お

む
ね
小
さ
か
っ
た
。戦
災
で
国
富
の
多
く
が
失
わ
れ
た
が
、そ

の
損
失
は
財
産
の
多
い
人
ほ
ど
大
き
か
っ
た
。
し
か
も
農
地

改
革
に
よ
っ
て
地
主
・
自
作
・
小
作
の
間
に
あ
っ
た
格
差
は
、

大
幅
に
小
さ
く
な
っ
た
し
、
ま
た
労
働
改
革
に
よ
っ
て
、
大

学
や
旧
制
高
校
な
ど
を
出
た
職
員
と
旧
制
小
学
校
卒
の
工
員

の
間
に
あ
っ
た
格
差
も
、
大
幅
に
縮
ま
っ
て
い
た
。
日
本
全

体
が
貧
し
い
時
代
で
、
み
ん
な
が
貧
し
さ
を
分
か
ち
合
う
時

代
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
生
活
保
護
率
だ
け
は
、
一
九
五
〇

年
代
前
半
が
い
ち
ば
ん
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
一
九
五
〇
年
代
も
半
ば
に
な
り
、
戦
後
復
興
が
軌

道
に
乗
る
と
、
生
活
保
護
率
は
低
下
し
た
が
、
他
の
指
標
は

い
ず
れ
も
上
昇
し
て
い
る
。
戦
後
復
興
に
よ
っ
て
、
極
貧
状

態
に
あ
る
人
は
減
少
し
た
。
し
か
し
復
興
は
、
ど
こ
で
も
同

じ
よ
う
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
大
企
業
と
都
市
部
か
ら

始
ま
り
、
中
小
企
業
と
地
方
は
取
り
残
さ
れ
た
か
ら
、
格
差

が
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

　

図
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。こ
れ
は
一
九
五
〇
年
か
ら
最
近
ま
で
の
、日

本
の
格
差
の
推
移
を
一
枚
の
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
用
い
た

の
は
、
格
差
の
全
体
的
動
向
を
示
す
ジ
ニ
係
数
、
規
模
別
・
産
業
別
・
男

女
別
と
い
う
賃
金
格
差
に
関
す
る
三
つ
の
指
標
、
そ
し
て
貧
困
層
の
動
向

を
示
す
生
活
保
護
率
で
あ
る
。
ジ
ニ
係
数
は
格
差
の
大
き
さ
を
示
す
指
標

で
、
格
差
が
ま
っ
た
く
な
い
と
き
に
〇
、
最
大
の
と
き
に
一
の
値
を
と
る

が
、
計
算
の
ベ
ー
ス
に
は
当
初
所
得
と
再
分
配
所
得
の
二
つ
が
あ
る
。
当

初
所
得
と
は
、
雇
用
者
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
を
合
計
し
た
最
初
の
段
階

で
の
総
所
得
で
、
再
分
配
所
得
と
は
、
当
初
所
得
か
ら
税
金
や
社
会
保
険

料
を
引
き
、
年
金
や
生
活
保
護
費
な
ど
の
社
会
保
障
給
付
を
加
え
た
あ
と

の
手
取
り
収
入
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
再
分
配
所
得
か
ら
計
算
し
た
方

が
ジ
ニ
係
数
は
小
さ
く
な
る
。

出典）
ジニ係数は「所得再分配調査」による。
規模別賃金格差は、500人以上と30-99人の差で、それぞれの月間給与総額の差を同じく和で除した指
数。すべての時期で1000人以上の賃金は30-99 人の賃金を上回っている。1970年まではサービス
業を除く。1971-1982年は製造業のみ。対象は常用労働者。原資料は「毎月勤労統計調査」。
産業別賃金格差は卸売小売業と金融保険業の差で、それぞれの月間給与総額の差を同じく和で除した指数。
なお、すべての時期で金融保険業の賃金は卸売小売業を上回り、また1970年以降は、全産業中で金融保
険業が最高、卸売小売業が最低となっている。原資料は「毎月勤労統計調査」。
男女別賃金格差は、それぞれの月間給与総額の年平均の差を同じく和で除した指数。すべての時期で男性
の賃金は女性を上回っている。対象は30人以上の常用労働者。原資料は「毎月勤労統計調査」。
生活保護率は世帯保護率。国立社会保障・人口問題研究所「「生活保護」に関する公的統計データ一覧」による。
「毎月勤労統計調査」は1月24日公表の再集計値による。

図●格差の長期的トレンド

0.600

0.500

0.400

0.300

0.200

0.100

0.000
	 1950	 1955	 1960	 1965	 1970	 1975	 1980	 1985	 1990	 1995	 2000	 2005	 2010	 2015

ジニ係数（当初所得）

ジニ係数（再分配所得）

規模別賃金格差

男女間賃金格差

生活保護率（×10）

産業別賃金格差
規模別賃金格差
（サービス業を除く）


